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年令 ･男女等による比較を通 して遺伝一環境規定度を検出せんとする試みであり, 他は演奏訓練, あるい
はリズム訓練, 音痴の矯正等による教育効果を通 して, 音楽的才能における成熟一学習の関係をつまびら






得 られたが, データを詳細に検討 して, ここでもリズム判断は遺伝規定度が比較的大であることを確かめ
ている｡ シーショアテストの因子構造を分析するとき, リズム判断と音記憶が, 他の項 (高低判断, 強弱
判断, 音色判断, 時程判断等) と明らかに区別され, 比較的素質的なものに関係するのではないかと推論
される｡ しかし発達傾向や日米の比較, 地域的比較では, 必ずしもこれを遺伝素質的と限定するに足る結









に, 測定される音楽才能には, たとえばリズムのごとくより遺伝決定的なもの, 音記憶や高低判断のどと
く文化差異と著しい関連性を示すものなどがあり, 音楽才能の発達を論ずるとき, 一般文化ないし音楽文
化との関連の上での分析の必要を説いている｡











的特徴の差異等 -々 は, 著者のいうごとく, この錯綜する事態の機能的関係を解明する重要な鍵となる
ことが期待される｡
著者は音楽才能の客観的示標として各種のテストを用いたが, これら測定可能な部分的才能ではとらえ
られない音楽性の存することを否定せず, その解明を将来に残 しているのは妥当な態度と認められる｡ 統
計的処理に若干妥当を欠く欠陥が指摘されるとはいえ, 本論文が音楽才能ひいては才能一般の心理学説に
貢献するところ大なりと認められる｡
よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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